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上面

正面

正面・内面見通し

右側面・外面

右側面・内面見通し

0 （S＝1/12） 50cm

（羽口孔）

第 21図　炉３（中甑）の羽口挿入痕跡（左：最終的な羽口挿入孔、右：塞がれた羽口挿入孔）

第 20図　炉３（中甑）の三次元モデル（S=1/12）
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　溶解炉（湯だめ）

　湯だめは、ほぼ完形の炉２で最大径約 70cm、残存高 26cm、炉内の深さ 20cm、炉壁の厚さ５cm
前後を測る（第 23 図）。これまでに確認できた湯だめは、いずれも丸底の形態を呈する。胎土は中甑
と同様で川砂と推測される粗砂～細砂と混ぜ込まれた植物痕跡が認められる。上面には、片口状の出
湯口（「注口部」と呼称）をもち、その形状は下半に丸みを持つ半円状の断面を呈する。炉２の注口
部は外面側で幅３cm、内面側で幅５cm、上端面からの深さは３cmを測る。湯だめの内面は、中甑
内面とは異なり、ガラス質化した発泡痕が目立つ。炉２では、注口部側で比較的滑らかな器面を呈す
る反面、対面から側面にかけての上端部にはノロ状のガラス質化した湯の張り出しが認められる。外
面底部は後世に削られ一部破損しているため、掛け木の痕跡を明確にとらえることはできなかったも
のの、丸底で半円形の浅い出湯口をもつ湯だめ形状は、14 ～ 16 世紀に比定される大阪市山之内遺跡
や大阪市苅田４丁目所在遺跡の「最下段」の炉（「湯だめ」に相当）と類似性をもち（大阪市文化財
協会 2008）、今後、詳細な比較検討が必要といえる。
　溶解炉を組む上で部品となる土製品

　湯だめの注口部を塞いでいた土製品が「注口栓」（第19図−⑦．第24図）である。同様の土製品は「栓
状土製品」として大阪市内出土資料の集成と変遷が提示されている（小田木 2019b）。漆町遺跡出土
の注口栓の形状は、山之内遺跡や苅田４丁目所在遺跡と類似し、湯だめの注口部形状に合わせて、突
起部の断面形は半円状を呈する。

第 22図　羽口孔を塞いだ痕跡が残る中甑（実測番号 0180・0181）と中甑の羽口孔（実測番号 0185）
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　また、中甑と湯だめの間には「結合部」（第 19 図−⑥）とした、中甑と湯だめを繋ぐ緩衝材的な粘
土（倉吉市の民俗例では「ねなわ」と呼称される部分）がかみ、中甑下端部・結合部・湯だめ上端部
が接合した状態の破片資料（第 26 図）も出土している。さらに、結合部と注口部を塞いでいたと推
測される「注口栓」の接合資料（第 27 図）も確認していることから、溶解にあたっては中甑・結合部・
注口栓・湯だめが組まれた構造であったことを、考古資料として確認できた。
　想定される地金の出湯方法

　漆町遺跡と類似した湯だめ形状をもつ大阪市の出土例では、中甑を取り外し、注口栓を外した上で、
湯だめを傾け溶解した地金を流し出す、という方法が伊藤幸司氏や小田木富慈美氏によって提唱され
ている（伊藤 1994、小田木 2018・2019b）。
　漆町遺跡でも湯だめの形態や特徴、注口栓の組成などの共通点から、同様の出湯方法が用いられて
いたものと考えている。中甑の外し方や湯だめの傾倒方法など今後解明すべき点は残るが、中甑下面
や湯だめ上面に残る細砂を多く含んだ粘質土が薄く何度も貼り付けられた痕跡や結合部の組成は、溶
解作業の終盤で中甑を外す上での造作や補修を示すものであり、注口栓の組成や湯だめ内面の特徴、
上端部に残るノロ状の湯の張り出しは、湯だめのみとなった状態で、注口栓を取り除き、湯だめを傾
倒して溶けた地金を出湯していた証左と考えている。

第 23図　炉２（湯だめ）（三次元モデルより作図）（S=1/18）

第 24 図　注口栓（実測番号 0201）

第 25 図　湯だめの注口部接写（実測番号 0186）

第 26 図　中甑・結合部・湯だめ接合資料（実測番号 0173）

第 27 図　注口栓・結合部の接合資料（実測番号 0204）
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　鋳　型

　出土した鋳型の器種には、三足をもつ鉄鍋外型、片口をもつ
鉄鍋外型、鉄鍋の耳型、粗型、犂先、鏡、梵鐘、梵鐘の乳の
ほか、茶釜外型、鉄瓶外型、鉄瓶注口部の外型と芯子と推測
される鋳型が挙げられる。このうち、漆町遺跡における鋳物生
産の主体をなす鍋Ｂ（五十川 1992）の形態をとる鉄鍋の鋳型
についてみると、胎土には、粗型部では、粗砂～細砂の川砂と
植物痕跡が認められる一方、真土部では細砂のみが混じり粒子
は細かく均質となる。また、表面に黒味が残るものも多い。法
量がわかる鉄鍋鋳型の内、最も小型のものは口径 25cm、底径
16cm、内面の深さ 8.5cm を測る（鋳型 15）。一方、最も大型
の鉄鍋鋳型は口径45cm、底径35cm、内面の深さ15cmを測る（鋳
型 10．第 29 図）。また、鋳型 10 の各部位の計測値は、脚部径
5cm 前後、脚部深さ 1 ～ 2.5cm、湯口径 8cm を測る。鋳型か
らは鉄生産のみでなく、銅製品の器種も存在することや、小型
炉で緑青が目立つものもみられることから、銅製品の生産も合
わせて行われていたことがうかがえる。

５．実測表現の新たな試み　−三次元モデルによる提示−

　漆町遺跡では、完形に近い遺物が多いことから、破片資料に比べ、鋳造製品の形状や製作技術に関
する情報量が圧倒的に多く、遺跡の歴史的位置づけや鋳物師がもつ技術などを知る上で極めて重要性
が高い、との認識が調査当初よりあった。しかし、土器と異なり鋳型はかなり脆く、溶解炉は大型で
重量も重いため、現地調査時に分割して取り上げた遺物を完形状態まで再度組む際に、どうしても破
損や損傷が伴うことが予想された。仮に一個体に復元できたとしても、自重で新たな破損が生じてし
まう恐れもあるほか、完形に復元した場合、断面観察ができなくなってしまうなどの懸念もあった。

第 28図　大阪市の出土遺物より復元推定された甑炉の模式図（小田木 2019b）

第 29 図　鋳型 10 の三次元モデル（S＝1/10）

（1:10）0 30cm
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また、時間とともに表面の劣化が想定されることから、現状での記録保存が必要と考え、今以上の破
損を避けつつ、良好な状態で記録保存を行い、かつ完形に近い状態であるからこそ得られる情報量を
最大限に提示できる図化・提示方法として、フルサイズのデジタルカメラによる撮影データを基に「三
次元モデルの作成」を試みることとなった。これにより、その時点での形状や色調等の記録保存がで
きるとともに、分割片を損傷させることなくコンピューター上で接合させ、完形資料を分割して取り
上げた接合後の遺物の特性に合わせた状態や向きを考慮した図化・断面作成が可能となった。
　先に提示した第29図の鋳型10が九つの分割片を組み上げた三次元モデルであり、第23図の炉２（湯
だめ）が三次元モデルから作成した二次元提示用の実測図である。従来の主観的かつ実測者の観察結
果を表現した実測線以外に、株式会社ラングの PEAKIT の特性を活かした特徴線の表現法による客
観的な凹凸情報も図示することで、実測者が見逃した情報も読み取れるように意図した。また、二次
元の提示のみではなく、三次元で作成したデータをフルに活用できるよう、報告書掲載にあたっては、
ＱＲコードやＵＲＬの添付による三次元モデルの公開も検討しており、これまでの実測方法では表現・
提示しきれない情報を視覚的に提示できる有効な手段になるものと考えている。
　以上のように、二次元による実測と三次元による表現を選択的に用いることで、立体である実物に
近い情報を、第三者が詳細に観察・計測でき、遺物・遺構といった実物から歴史を見る考古学の本質
により近い状態で共有し、議論できる報告書の在り方を今後も模索していきたい。

６．まとめ

　漆町遺跡において、何故、鉄鍋生産を中心とした鋳物の操業が営まれたのか？　その背景には、鉄
鍋の利用が普及し始めて以降、室町時代に至り日常品としての需要が特に高まってきたことが考えら
れ、加賀地域を商圏に見据えた、水運の利便性や近辺で良質な粘土が採れる「地の利」を活かした、
小規模ながらも継続的な鉄鍋生産が行なわれていたものと考えている。鉄鍋生産に係る工房など「金
屋」の鋳物職人の存在を、この金屋町で確認できたことは、戦国から江戸期の加賀地域における鋳物
生産と鉄鍋の商品流通のあり方を解明する上で、大きな成果であったといえる。
　漆町遺跡出土の鋳造関連遺物は、膨大な出土量と状態の良好さから、多くの情報を引き出すことが
できる資料である。今後も出土品の詳細な観察を進めるとともに、他府県資料との比較を通して、技
術的な特徴や系譜を明らかにしていくとともに、漆町遺跡がもつ情報の一端ではあるが、現段階の成
果を報告することで、より広く情報や意見をいただき、類似資料の掘り起こしに繋げることで、この
金屋町でかつて行われていた鋳物生産の歴史像を解明する一助となることを希求する。　（西田昌弘）
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北陸地方の九州型石錘と山陰系甑形土器について

� 久田正弘

１．はじめに

　石川県では平成に入り、九州型石錘と山陰系甑形土器の出土が報告がされてきた。筆者は、2019
年度日本考古学協会駒沢大会の福岡県立糸島高校による九州型石錘のポスターセクションで神野晋作
氏と少し会話をし、九州型石錘の認識を新たにした。また、山陰系甑形土器にも新知見が増えたので
本稿をまとめることにした。

２．九州型石錘などの事例

　第２図１は、志賀町東小室キンダ遺跡（第１図A）包含層出土である（本田ほか 1998）。能登半島
西岸で数少ない平野部に立地する。先端と下半を欠くが分銅形で下側に長く、孔の下側にも短い溝が
ある。軟質の灰白～淡黄色の凝灰岩質である。２は、志賀町ナカミチ遺跡（Ｂ）は旧福野潟の湖畔に
立地する遺跡である（川畑ほか 2017）。孔より下半を欠いており、分銅形と思われ、淡灰色の凝灰岩
である。３は、中能登町小竹平遺跡（Ｃ）出土である（山本 1985）。遺跡は邑知地溝帯の石動山系の
裾に位置し、現在富山県氷見地方に抜けるルートの１つ、その登り口付近に位置する。３は分銅形
で下半が長くて丸いものであり、深さ５㎜の溝と直径 10㎜の孔を持つ。砂岩質で、1.1㎏と思われる。
蛸壺と思われる土器が２点報告されている。
　４・５は金沢市畝田・寺中遺跡（Ｄ）出土であり、海岸部から内陸に立地する中核的集落で、古墳
時代前期である（安ほか 2006a）。４は下半が無いが分銅形と思われ、先端には敲打痕がある。細粒
安山岩（黒色粒子多い）である。５は滑石製で搬入が指摘されている。紡錘形で上下端に直径５㎜の
孔があり、孔から先端には長軸方向の細い溝を持つ。下側の先端には、溝に直行する傷のような切り
込みがあり、両端とも少し欠けている。６・７は小松市八日市地方遺跡（Ｆ）出土である。６は埋積
浅谷出土（八日市地方７～８期）である（下濱氏教示）。紡錘形の砂岩製で長軸４本、短軸１本の溝
を持つ。７は 12 区包含層出土（下濱ほか 2016）の土錘であり、紡錘形で長軸５本の溝を持つ。８は、
小松市平面梯川遺跡（Ｇ）第３次包含層出土の土錘である（川畑ほか 1989）。遺跡は梯川に接し、時
期は弥生時代後期前半～後半と思われる。紡錘型で長軸に３本の溝、短軸に２本の溝を持つ。９は富
山県射水市荒畑遺跡（Ｉ）出土で、南北朝の SD02 から出土した溶結凝灰岩製という（久々 1992）。
上端と下半を欠損するが分銅形と思われる。10 は糸魚川市田伏玉作遺跡（Ｊ）出土で、古墳時代の
玉作遺跡である。滑石製で上下に短軸の溝を持つので、滑石製模造品ちきりの未成品とされたが躊躇
された（関 1972）。11・12 は長岡市五千石遺跡（Ｌ）３区下層出土である（加藤ほか 2011）。11 の側
面などは細かな研磨が入り、上・下には横溝を持ち、玉作遺跡なのでちきりの未成品と想定された。
12 は紡錘形の中央に幅４～７㎜で深さ１㎜の溝を持ち、玉作関係工具か石錘の可能性が指摘された。
13 は新潟市緒立遺跡（Ｍ）Ｃ地区包含層出土で安山岩という。上下を欠くが分銅形と思われる。他
に溝を持つ石錘１点（黒埼町 1998）があるが、これは古代の可能性もある。

３．九州型石錘の分類

　第４図は九州型石錘の分類であり、遺跡間での形態のバリエーションや重量に幅を持ち、分類が出
来ないものがあり、Ⅱ類は形態・溝・穿孔・位置など多岐にわたるという（林田・中尾 2014）。
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第２図　北陸地方の九州型石錘　

第１図　九州型石錘などの分布
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　　　　　　　　　　　　　　【溝・穿孔の有無】
紡錘形〔Ⅱ〕　　　　　　　　長軸１溝　　　　　　　　　ⅡA類
　　　　　　　　　　　　　　長軸１溝、短軸１溝　　　　ⅡB類
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　　　　　　　　　　　　　　長軸１溝、短軸１溝、有孔　ⅡE類
　　　　　　　　　　　　　　長軸多溝　　　　　　　　　ⅡF類
　　　　　　　　　　　　　　長軸無溝、短軸有溝　　　　ⅡG類
　　　　　　　　　　　　　　無溝、有孔　　　　　　　　ⅡH類
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　【長軸両端部】
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第３図　北陸地方の九州型石錘（写真）

第５図　九州型石錘分類案（S=1/5)第４図　九州型石錘出土遺跡分布図
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　１・８・12 は分銅形Ⅰ類、３は下端が丸いⅠ B類であり、２・４は孔より下側が無いが分銅形の
可能性が高いと推定した。１・３は孔が中央より上側に穿たれている。神野氏からは１・２は、大
型の部類に入り、類例は糸島の西方に近いと昨年５月にメールを頂いた。紡錘形では、６がⅡB類、
７はⅡＦ類、８はⅡB・Ⅱ F類の中間、10・11 はⅡ G形、５はⅡH類の亜流、12 は短軸方向に狭い
溝を持つなど、九州地方同様にバリエーションに富む。
　北陸地方の九州型石錘は、分銅形Ⅰ類の大型品で石材は凝灰岩が多く、安山岩もある。紡錘形Ⅱ類
では、11・12 は凝灰岩製、５・10 は滑石製であり、九州地方の石材とも矛盾はないが、形状がやや
異なる。６～8は土製なので小松市で製作されたのであろうか。これらは、筆者が確認した資料であり、
当然見落としがある。今回、上野章氏から富山県でも他にⅠ類が１例あると教示を得た。また、Ⅱ類
は見落とす可能性が高いので、この紹介を機に、見落とされた資料の洗い出しを行って頂ければ幸い
である。

４．北陸地方の石錘

　北陸地方では弥生～古墳時代の石錘は少ないが、第６図は金沢市駅西地区にある畝田・寺中遺跡で
出土した弥生時代中期～古墳時代前期の石錘である。14・16 ～ 19 は弥生時代中期、21 ～ 24 は古墳
前期とされた（安ほか 2006）。14 は短軸に幅広い溝を持ち、図右側が欠けている。2726 ｇと重いこ
とから、碇石の可能性もあろう。15 は磨石を転用しているので縄文時代の石錘（安ほか 2006b）とさ
れたが、１㎏を越えることや、側面に２個の切り込みを持つことから、縄文時代は難しいと判断した。
16 ～ 18 は短軸に幅広の溝を持つ瀬戸内型石錘である。19 の頭部側面は丁寧に磨られており、上端部
は 55 × 45㎜に敲打痕がある。下端は中央部に敲打痕を持ち、一部には磨り痕がある。瀬戸内型か中
部型石錘の破片を敲打石に転用したのであろう。20 ～ 24 は中部型石錘であり、長さ 13 ～ 14㎝前後
に集中し、重量では 615 ～ 735 ｇに集中する。24 は 97㎜と短くて 512 ｇと少ないが、20（浜崎ほか
2005）は幅太なのと花崗岩の為か 1246 ｇと重い。土錘は 32 点が報告され、弥生時代中期１点、古墳
時代前期３点、古墳時代中～後期３点である（安ほか 2006a）。

北陸地方の九州型石錘一覧
遺跡 番号 遺跡名 出土遺構 遺構・遺跡の時期 長さ 幅 厚さ 重量 石材 分類 備考
A 1 東小室キンダ A1区包含層 古墳前期～後期 (122) 51 46 (620) 凝灰岩 Ⅰ類か 溝長 50㎜以上
B 2 福井ナカミチ 12 年 SX311 弥生後期後半～古代 (100) 72 62 (424.3) 凝灰岩 Ⅰ類か 孔径 9㎜、溝長 88㎜
C 3 小竹平 包含層 弥生後期後半～古墳中期 202 65 1100? 砂岩質 Ⅰ B類 溝長 86㎜
D 4 畝田・寺中 99 年 A3 区 SD58 古墳前期 (93) 68 52 (432) 細粒安山岩 Ⅰ類か 溝長 84㎜
D 5 畝田・寺中 99 年 C1 区 DS８ 古墳前期 92 42 38 203 滑石 Ⅰ類か 99 年 C1 区 SD16
F 6 八日市地方 13 区 C-9 旧河道 弥生中期 37 18 17 8.6 砂岩 Ⅱ B類 黒褐色フショク質砂
F 7 八日市地方 12 区 29.1-56.7 弥生中期 28.1 19.5 9.13 土製 Ⅱ F類 長軸 5本
G 8 平面梯川 ３次北調査区包含層 弥生後期前半～後半 77 29 49.3 土製 Ⅱ B類か 長軸３本短軸２本の溝
I 9 荒畑 ＳＤ 02 南北朝 (98) 62 59 溶結凝灰岩 Ⅰ類か 溝長 80㎜以上
J 10 田伏玉作 包含層 古墳 72.4 41.7 25.6 滑石 ⅡG類
L 11 五千石 ３区包含層 古墳 39 15 13 5.9 凝灰岩 ⅡG類 流紋岩質
L 12 五千石 ３区包含層 古墳 116 57 57 329 流紋岩 Ⅱ類か
M 13 緒立 C地区包含層 古墳 (145) 55 55 安山岩 Ⅰ類か 溝長 80㎜以上
M 緒立 C地区包含層 古墳・古代 (102) 59 59 泥岩 Ⅰ類か 長軸溝。1/3。図なし

畝田・寺中遺跡の石錘一覧
D 14 畝田・寺中 02 年 N2 区 SD30 弥生中期 (242) 125.5 69 2726 凝灰角礫岩 上・両側面に幅広の溝
D 15 畝田・寺中 02 年区 DS7 古墳後期 138.5 93 58 1050.9 凝灰岩 砂岩質。両側面に切り込み 2
D 16 畝田・寺中 99 年 C2 区包含層 弥生中期 73 55 41 246 砂岩 瀬戸内型
D 17 畝田・寺中 99 年 B2 区 SD16 弥生中期 61.5 46 169 凝灰岩 瀬戸内型 砂岩質
D 18 畝田・寺中 99 年 B2 区 SD16 弥生中期 76 63.5 170 凝灰岩 瀬戸内型
D 19 畝田・寺中 00 年 O1区 SD09 弥生中期？ 83 75 65 537.1 凝灰岩 瀬戸内型 ?
D 20 畝田・寺中 00 年Ｌ 2区河道 古墳前期～後期 1415 82 82 1246 花崗岩 中部型 00 年Ｌ 2区 SD08
D 21 畝田・寺中 01 年 R1 区 DS8 古墳前期 134 73 58 615.4 凝灰岩 中部型 砂岩質 01年 R1区河道
D 22 畝田・寺中 99 年 B3 区 DN6 古墳 135 76 65 709.8 凝灰岩 中部型 99 年 B3 区 SD16
D 23 畝田・寺中 02 年W区 DN3 古墳 129 65 63 734.7 砂岩 中部型 02 年W区 SD59
D 24 畝田・寺中 99 年 A2 区 DS8 古墳前期 97 65 67 512 凝灰岩 中部型 99 年 A2 区 SD08
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　弥生時代前期～中期後半の小松市八日市地方遺跡では、縄文時代の両端打欠石錘 29 点・切目石錘
１点、瀬戸内型石錘１点、短軸に細溝１点、側面に紐掛痕 13 点、Ⅱ B類１点（６）、土錘は 100 点
以上報告され、７がⅡ類である。（福海ほか 2003・下濱ほか 2013・2016）。弥生時代後期の平面梯川
遺跡では土錘 30 点と８が報告された（浜崎 1995・川畑ほか 1998）。土錘は新しい時期を含む可能性
があるが、石錘の出土例は少ない。中部型は畝田・寺中遺跡でサイズがまとっまているが、時期不詳
の大型中部型石錘（28 石川郡旧郷村、橋本 1975）と能登半島海上がりが確認される。
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第６図　畝田・寺中遺跡の石錘（弥生中期～古墳前期）

第７図　北陸地方で出土した九州系土器など
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第８図　北陸地方の山陰系甑形土器
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５．山陰系甑形土器について

　山陰系甑形土器は、近年土製煙筒（崔 2010）と集成されたが、石川県が抜けており、現在は第８
図がある。能登地方では、志賀町鹿頭上の出遺跡 29・30（久田ほか 1989、弥生時代後期後半～末）、
志賀町八幡バケモンザカ遺跡 31（松田ほか 2000、弥生時代後期後半～末）、志賀町穴口遺跡 32（宮
川ほか 2004）、志賀町出土地不明 33（志賀町役場 1974）がある。加賀地方では、白山市一塚遺跡 34（前
田 1995、弥生時代後期末）、小松市内には千代・能美遺跡 35（林ほか 2012、古墳時代前期）、八里向
山遺跡 36（望月ほか 2004、弥生時代後期末）、亀山玉造遺跡 37、念仏林南遺跡 38（樫田ほか 1994、
弥生時代後期末）がある。能登半島西岸と小松市に多く確認される。33 は埴輪とされていたが昨年
秋に七尾市教育委員会職員の指摘により山陰系甑形土器と認識された。31 は頸部が長すぎることや
取手が厚すぎることなどから、山陰系甑形土器と判断した。

６．まとめにかえて

　九州型石錘Ⅰ B類３は、林田・中尾 2011 では唐津湾に類例があり、２・４は糸島半島西部か唐津
湾の可能性が想定される。ⅡB類６は、弥生時代中期から壱岐・早良平野で確認され、後期では壱岐・
唐津～博多湾東部に確認される。神野氏は１・２を糸島より西側だが、典型的な事例とは異なるので
山陰地方で作られた可能性を指摘された。石錘は、カラー画像などでの石材の比較検討を行ない、産
地を特定する必要があろう。
　北陸地方の九州系遺物は、縄文時代後期末～晩期前半に結晶片岩様緑色岩製の玉類、晩期末に夜臼
系赤塗技法と夜臼系土器、弥生前期の層灰岩製片刃石斧（佐藤・宮田 2018）、弥生中期の甕（第７図
25、谷内尾ほか 1985）、後期の下大隅式壺（第７図 27 新潟県立歴史博物館 2013）が報告されている。
　山陰系遺物は、弥生時代前～中期には抉入柱状片刃石斧が想定され、弥生時代中期後半以降に搬入
土器や土器の影響が強くなり、後期以降は有段甕の採用から山陰色をより強くする。山陰系甑形土器
は、弥生時代後期後半～古墳時代前期の 10 個体確認され、山陰系甑形土器は福岡県前原市潤地頭給
遺跡でも出土している。
　これらは、陸路よりも舟・船でもたらされた可能性が高く、北部九州地方と北陸地方の中間には、
鳥取市青谷上寺地遺跡があり、弥生中期に小松産の碧玉による管玉生産を行なっていた。弥生時代中
期前葉～後葉の唐津市中原遺跡・宇木汲田遺跡には小松産の管玉が多く出土しているのは、青谷上寺
地遺跡が関係した可能性が高い（河合ほか 2013）。
　北陸地方では、沖合から海揚がりの土器の一部が報告されている。京都府経ヶ岬沖合の浦島礁付近
と福井県三国港沖合の玄達瀬付近では、弥生時代中期中葉の土器が最古であり、弥生後期～古墳時代
前期の壺・甕がある（堀 2013）。石川県輪島市舳倉島沖上がりの古墳前期山陰系壺（小嶋・高田ほか
1985）や、能登半島で引き上げられた中部型石錘がある。新潟県では、新潟市角田山沖海底から縄文
時代中期中葉馬高式深鉢（寺崎 2014）、佐渡近海から弥生時代前期末～中期初頭の壺（渡邊 2015）、
他に弥生後期の土器・古式土師器などが報告されている。
　このように、北部九州地方・山陰地方と北陸地方の交流は、点と点を繋ぐ要素が福井県～新潟県内
で確認されるが、その実態に迫ることは難しい。よって、報告済み資料（九州型石錘Ⅱ類など）の再
評価、未報告資料の提示（堀 2013 など）などを行うことで、その様相の一端を明らかに出来ると思
われる。
　本稿をまとめるにあたり、赤澤徳明、池田　拓、伊藤雅文、上野　章、岡田一広、下濱貴子、神野
晋作、高田秀樹、林　大智、藤田慎一、松田睦夫、渡邊朋和の協力を得た。
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久田正弘ほか　1989　『鹿頭上の出遺跡』富来町教育委員会

福海貴子ほか　2003　『八日市地方遺跡Ⅰ』小松市教育委員会
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巻頭図版（田岸遺跡　一針Ｃ遺跡　古府シマ遺跡）

令和元年度の発掘調査から ………………………………………………………………… 所長　伊藤雅文 … （１）

発掘調査略報

　　　田岸遺跡（七尾市） ………………………………………………………………………………………… （６）

　　　酒井バンドウマエ遺跡（羽咋市） ………………………………………………………………………… （８）

　　　西任田遺跡（能美市） ……………………………………………………………………………………… （10）

　　　一針Ｃ遺跡（小松市） ……………………………………………………………………………………… （12）

　　　古府シマ遺跡(小松市） ……………………………………………………………………………………… （16）

　　　庄・西島遺跡（加賀市） …………………………………………………………………………………… （18）

　　　弓波遺跡（加賀市） ………………………………………………………………………………………… （22）

令和元年度下半期の出土品整理作業 ……………………………………………………………………………… （24）

令和元年度環日本海交流史調査研究集会の記録 ………………………………………………………………… （27）

　日本中近世の資源消費にかかる社会構造変化と技術変化 …………………………………… 山田昌久 … （27）

　古代能登の挽物について ………………………………………………………………………… 久田正弘 … （31）

　古代北加賀における挽物容器の集成 …………………………………………………………… 熊谷葉月 … （33）

　当日の記録と資料検討会について ……………………………………………………………… 金山哲哉 … （37）

調査研究報告 ………………………………………………………………………………………………………… （39）

　漆町遺跡（金屋地区）における鋳物生産の把握に向けた視点と方法 ………… 西田昌弘・川畑　誠 … （39）

　北陸地方の九州型石錘と山陰系甑形土器について …………………………………………… 久田正弘 … （51）
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